
 
 

尾花沢市エコ農業推進協議会  事務局：尾花沢市農林課 

 

尾花沢市エコエリア基本構想（全体イメージ） 

尾花沢ブランド

の確立 

課題 
○土づくりの推進 
特に水田（水稲）への堆肥の施用が進んでいない 
（散布時期、労力、コスト高、栽培技術の問題） 
○環境と調和した農業生産（減農薬など） 

耕種(稲作)農家 

連 
 
 

携 
課題  良質な堆肥の製造 
（堆肥センター・堆肥舎の整備） 

 
肥育牛 6,500 頭の排せつ物の適正処理 

畜 産 農 家 

事業主体 尾花沢市エコ農業 
推進協議会 

県、市、ＪＡ、稲作農家代表、畜産農家代表、

マル米業者、堆肥散布組織、消費者代表など 

  

 
堆肥散布受託組織 
（堆肥センター・ 

散布組合） 

散 
布 

支援・指導 

支援・指導 山形県、 
尾花沢市、 
ＪＡみちのく

 
補

助 
金 

資
源
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堆肥散布面

積の拡大 
  ＋ 
化学肥料・

化学農薬の

低減 

供 給 

エコエリアやまがたモデル育成事業 
安全でおいしい米の産地づくり支援事業（堆肥助成）

特別栽培米などの団地化 

集落営農組織の育成 

稲作経営の安定化 

参
画
・
連
携 

消費者の信頼確保 

 

支援・指導 

地区の概況
(1)対象地区 尾花沢市全域 
(2)事業対象作物  
 水稲 2,836ha すいか 450ha ほか 
(3)農家数（平成 18 年 1 月現在） 
 地区内農家数  2,752 人 
 認定農業者数   142 人 
 エコファーマー  56 人  



 

連携 

耕種農家（稲作農家） 

土づくりの推進 

尾花沢市エコエリア構想の推進（米づくり推進イメージ） 

 
尾花沢堆肥センター 

おばなざわ 
堆肥散布組合 
（個別畜産農家） 

堆肥生産・散布受託組織 

○堆肥価格

への助成 
○散布料 
への助成 

ＪＡＳ有機米 
（無化学肥料 
・無農薬） 

特別栽培米 
（減化・減農 
半分以上） 

エコ安心米 
（減化・減農 
２～３割） 

ＪＡ・集荷業者による支援 
○安全・安心米、特別栽培米の優位販売 
○「差別化・こだわり」の付加価値 

○組織育成

支援 
○散布活動

支援 

○土壌診断の

補助 
○堆肥マップ 
による 
利便性向上 

○栽培基準 
・栽培暦 
の提供 
及び指導 

作付田の団地化で産地づくり 
集落営農によりコスト削減 

安全でおいしい米づくり 

尾花沢産米の産地確立

消費者の信頼確保 

○消費者 
交流活動 
への支援 
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資源循環型・環境保全型農業の推進

発展 発展 

尾花沢市では米づくりへ「尾花沢牛」の“完熟堆肥”を活用し、まず化学肥料や農薬を

２～３割減らした米づくり（エコ安心米）の拡大を進めます。さらに、これらを５割以上

減らし公的機関の認証を受ける「特別栽培米」の拡大につなげていきます。 
尾花沢市は“環境にやさしい農業”で、「安全でおいしい米づくり」を進めていきます!!

堆肥散布

目標（平成 19 年度） 

◆エコファーマー  150 人 

◆エコ安心米    400ha 

◆特別栽培米    200ha 

◆水稲堆肥散布面積 600ha  


